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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
一行あける。
＜連絡事項＞

・院内研修のおしらせ

日時：H24/1/17（火）18（水）17:30～18:30　

場所：メンタルケア病棟4階　メモリアルホール
テーマ： ｢精神保健福祉法と人権擁護｣　　講師：精神保健福祉士　竹内　一貴氏
当日の出欠予定の記入をお願いします。
　Ｗｉｚの書類フォルダー⇒教育委員会⇒平成23年度教育委員会⇒院内研修
⇒第8回院内研修出欠表
・1/5（木）に行われました書初め大会が無事終了しました。スタッフの書初め、当日の患者様の誘導などご協力ありがとうございました。今後スタッフや患者様の投票も行っていきますので御協力お願い致します。

・ケアプラン担当より、1/10（火）までには12月分の評価と、ご家族のサインを頂くようお願いします。

・12月の進捗状況が未入力の方は早急に入力するようお願いします。病棟の月報作成・総括月報作成に支障をきたしていますので、以後忘れずに月初めまでには処理するようお願いします。
・黒沢薬局長より、処方オーダリングシステム案を検討中であり、現時点で想定される流れや、必要な画面などをＰＰＴを使い考えてみたとの事です。北病棟のデスクトップにＰＰＴファイルを出していますのでご確認お願いします。また、ＰＰＴ下部（ノート）のところにコメントを書いておりますのでご確認下さい。

不明な点、もっとこうして欲しいなどご意見のある方は、黒沢薬局長宛にご返信下さい。沢山のご意見をいただいた方が、最短での作成がより一層可能となりますのでご協力宜しくお願いします。

・ボイラーについて庶務より連絡が入り、完全には復旧していないとの事ですが、お湯は使用可能との事です。ボイラーについてはいつ直るかわからない状況ですが、病棟内の入浴は可能です。異常があった場合は報告お願いします。

・下半期のベットマットレス消毒を実施します。都合が合わず出来ない日がありましたら庶務へご連絡下さい。※カバーを洗いますので、カバーははずして出して下さい。

北病棟は3/2(金),5(月),6(火),7(水)に実施予定ですので、忘れずに実施していきましょう。

詳しい時間や部屋割りに関してはスケジュールを印刷していますのでご確認お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・菊地　明子様～ＰＬ総合感冒剤3.0g 3×1、オラドールトローチ4×1 1日分臨時処方となっています。引き続き感冒症状の有無を観察していきましょう。

・十日市　利喜様～排便コントロールの為、シンラック液1本処方となっています。引き続き排便状況の観察を行っていきましょう。

＜要注目患者様＞

・浅野　秀子様～夜間の睡眠の不安定さが目立っています。また田野端様の部屋へ直行する事があり、他室侵入が多くなってきていますので所在確認を行っていきましょう。

　　　　　　　　また、徐々に行動が抑制出来なくなってきている様子が見られていますので、

　　　　　　　　水を飲みすぎているようであれば介入を行い、適宜体重測定を行っていきましょう。また、入れ歯用のコップについてですが、念の為預かりを検討しています。夜間は入れ歯ごと預かる事を本人へ説明していきます。

＜歯科受診＞

・木村義重様・浅野秀子様の2名が歯科受診を行っています。

＜SSTミーティング＞

・月初めの短期目標の設定を行います。

＜猪股Dr診察＞

・伊藤　雄一様～１日３回にコーヒーの回数が変更となっています。朝と夕の時間に変更はありませんが、昼のみ追加となりその際はブラックのみ可（時間指定なし）となっています。

・中野渡鉄男様～服薬自己管理導入の許可が出ています。1日分のセットから始めていきますので間違えのないよう実施していきましょう。自己管理開始日は1/10(火)とします。

・古川　富蔵様～発熱・感冒症状あり。主治医診察にてＰＬ総合感冒剤3.0　トランサミン 3T 3×/5T 臨時処方となっています。また1/7（土）～1/13（金）まで、発熱時の予測指示が継続処方となっています。引き続き発熱の有無や感冒症状の観察を行っていきましょう。

　　　　　　　

・木村　義重様～排便コントロールの為、シンラック液1本処方となっています。引き続き排便状況の観察と腹部の確認を行っていきましょう。

＜正月プログラム評価・検討＞

　12/31（土）～1/3（火）まで行った正月プログラムについて意見交換を行っています。

・12/31（土）

せんべい汁について…買出し日・買出し内容・メンバーを事前に決め、書式にもまとめカンファレンスでの情報提供を行っていたが、連携の不十分さ、患者様への説明の不十分さがあった。

　　　　　　　　　　　また、後片付けをせずに放置し準夜スタッフが混乱する事があった。

後片付けもプログラムの一環であり、最後までスタッフ付き添いながら

片付けを行う必要があった。

・1/1（日）

元朝参り…事前に希望していたメンバーより多めに当日の希望者があり、問題なく元朝参りに行っている。

ペーパークラフト…患者様全員に役割分担をし、ハサミで切ったり紙を折ったりのり付けした

りしている。予想以上に皆様集中して取り組まれ、わからないところは積極的にスタッフへ聞く事が出来ていた。患者様全員で切り貼りした紙を組み立て、立体型のカレンダーを完成させている。ハサミを14人分貸し出しているが危険行為や紛失なく終えている。

・1/2（月）

　新春初売り…大きな問題無く通常通りの買物を行う事が出来た。

　新春映画上映会…参加人数が少なく、最後まで観賞していた患者様は7名ほどであった。

　　　　　　　　　上映内容を考慮するか、患者様の集中力が持続する長さの映画にするべきであった。

・1/3（火）

　八幡神社初詣…事前に希望していた患者様がキャンセルする事があったが、当日希望する患者様もおられた。行きの時刻表を調べていなかった為、行きは歩きで向かっていた。バスの正月ダイヤの時刻表が発表され次第、調べておくべきだった。

　DVD観賞…短編の喜劇映画であった為、比較的飽きることなく観賞出来た。

福笑い工作…促しを行うが自主的に希望する患者様は少なかった。

　　　　　　　スタッフが行うのではなく患者様主体で行うべきであった。

　カレンダー争奪ジャンケン大会…大変盛り上がりを見せたが、患者様人数分のカレンダーを用意するべきであった。

＜症例検討会＞

・古川　富蔵様（59）主：統合失調症　　任意入院　当院２回目

【キーパーソン】母様：関係は良好だが高齢である為、緊急時の為の次のキーパーソンが必要。

現段階では妹様が有力となっている。叔父様・叔母様からの協力も得られている。

妹様は五戸に住まわれているが、本人様より市内に住んでいるとの訴えあり、

　　　　　　　　市内ではない事を説明するが「隠しているだろ」と言う発言が聞かれていた。

【入院の経緯】

S53年春頃、不眠と頭痛を訴え、八戸市立市民病院精神科受診（詳細不明）。S54年頃から、幻聴や妄想等の症状が出現。S57年7月頃より、家人への暴力行為もあり、S57.8.14当院受診し入院（～S58.11.6）。退院後は不定期に通院していたが、S62年8月通院中断して、自宅で無為に過ごしていた。数年前から、幻聴や妄想などの症状が再燃して、夜間大声で叫ぶ事があった。食事以外では自室から出てこようとせず、自室も乱雑であった。H19.5.1母親が保健所へ相談に行き、受診協力を要請していた。家族・保健所職員・警察官に付き添われ、H19.5.11当院受診し入院となる。H22.10.15入院治療に対する理解が得られた為、任意入院へ切り替えを行っている。

【ご家族の希望】

保護者：入院継続

【現在の問題点と改善点】

①無為自閉傾向

→無為自閉により、新たな取り組みを薦めたときの拒否が強い。

　拒否が強いが、始める事が出来れば問題無く習慣化する事は出来る為、本人の理解が得られるよう説明を行っていく。また病状変化による、保清の不十分さがあるが、同上の介入を行っていく。

②病識の欠如

→疾病教室を実施し、服薬自己管理の導入を検討していく。

【今後、必要と考えられる支援】

退院後の方向性を明確にし、それに応じた支援を検討していく。

　自宅退院の場合→利用可能な支援を、出来る限り利用していく。






















